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論 文 内 容 の 要 旨
妊娠母体に附与される種々の栄養障害が, その胎仔に対する催奇形作用となることが W arkany,J.等
(1941) の発見以来知られてきたが, R unner, M , N . (1954) によって妊娠 9 日の 129系マウスに24時
間の絶食を施すことにより, 骨格奇形が惹起されることが認められた｡ 著者はこれにならい同じ固塑飼料
をもって飼育された d d系および C F l系マウスにつきまず妊娠 9 日, 10日または 11 日に 24時間の絶食
を施 しその胎仔の発生を調べた｡ d d 系では妊娠 9 日, 10日, 11日の適用の順序でかなりの程度の致死効
果が, また妊娠 9 日, 10日の適用の順序で相当の頻度の催奇形効果が認められた｡ 奇形の型として 129系
で躯幹骨のものが多く認められたのに対 し, d d 系では主に後肢における方向異常のごとき四肢異常が生
じた｡ C F l系での結果は d d 系と似て妊娠 9 日の適用の際に奇形の発現頻度が最も高いが, ともに 129




次にd d系およ C F l系において妊娠 9 日, 10日, 11日のいずれかに強い奇形作図たる thio-T EPA の
腹腔内注射と24時間の絶食とを併用し, この各要因を単独に適用した場合の効果と比較 した｡ 両系統とも
妊娠11日に合併適用を行なった場合に, いわゆる相乗効果すなわち単独適用の際の効果の和を越えた値が
示された｡ 他の適用日においては, その合併作用はまちまちとなり, 干渉, 加算また相乗効果が示され,
また両系統では一致しなかったO なお妊娠10日および11日における合併適用例において単独適用に際して
認められなかった奇形の種類が示されたO
上記の実験から絶食または thio-T EPA の寄形作因としての作用点の異同を推定するのに充分な成果は
得られなかったが, 少 くとも両要因が器官原基に対 して同様な終末効果を起すものでないことがうかがわ
れた｡




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究はd d系と C F lマウスについて, 妊娠中にはどこした絶食の時期と胎仔の発生- の阻害効果と
の関係を調査 し, さらにこの条件を与えたうえ, 寄形作因たる thio-T Ef'A を併用したさいの効果を検索
したものである｡
その成果として, 両系統とも妊娠 9 , 10または11日における24時間の絶食が胎仔に致死または催奇形効
果をていするが, これらは9 , 10, 11日の順序で低下すること, 両系統問の差として C F l系ではd d系
より死亡仔の頻度が低く, 肋骨奇形の多いことが認められた｡
つぎに同様な材料について上記と同様の条件を付与し, さらに thio-T EPA (5 m g/kg) の注射を併用
したが, 両系統とも妊娠11日における適用の場合, 催奇形作用に相乗効果が示され, かつ単独適用のさい
に認められなかった欠指が多発した｡ 他の適用日のさいには, 合併効果は系統によってまちまちとなっ
た｡
本実験はヒトでもときに起こり得る絶食という栄養障害の胎児- の寄形作因としての効果と遺伝子型と
の関係と, この絶食との条件にさらに他の奇形作因が加わった場合の結果について一定の知見を提供 した
もので, 発生学の関連分野に有意義な貢献をしたものと認められる｡
このように本研究は学術上有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
- 421 -
